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～ 今回の企画の背景 ～

高柳先生は1946年（昭和21年）に日本ビクターに入社、テレビ開発を再開さ
せ、ビデオテープレコーダーの原型である世界初の2ヘッドVTR開発、ステレオ
レコードの業界標準の45/45方式、マルチサラウンド技術の原型である世界初の
4chレコードCD-4、さらにはプロジェクター等の技術の原点を作り上げられまし
た。1950年には取締役技術部長に就任し、その後ビクターの副社長と技術最高
顧問を歴任されました。

ところで、ビクターの社内報は昭和29年～30年頃から小冊子・社内報「大和
（daiwa）」が発行（原則月１回発行、B5版、昭和49年春 268号にて廃刊）さ
れていました。また新聞スタイル・社内報「ビクター時報」は昭和43年頃に発刊
（月2回程度発行）されたものと推察され、一時期は並行して発行されていまし
た。但し、「大和」以前に定期発行の社内報が存在していたかは不明です。

今回、「高柳先生関連の記事を社内報からピックアップしよう」との企画を立
てました。ところが、社内報の発行当時からのバックナンバーすべてを調査する
のが本来なのですが、残念ながら、「現在のJVCケンウッド 広報・IR部には過去
の社内報が保存されていない」とのことが判りました。

そこで思い出したのが私がビクター在社時代に大変お世話になった西郷 治男さ
んです。西郷さんからは「入社以来すべての社内報を保存している」とのことを
伺っていましたので、早速コンタクト、今回の企画趣旨をご説明し記事提供をお
願いしたところ、快諾頂きました。なお西郷さんは水戸のテープ事業部（磁気製
品事業本部）ご出身ですが、本社広報室を最後に退社された方で、「ビクター
ニュース」の記事編集・執筆もされていた方です。

従って今回の特集記事は、広報室ＯＢの西郷さんが「入社以降、毎号きちんと
保存していた社内報バックナンバー」から、高柳先生関連記事を厳選・整理、ス
キャン・PDF化したファイルを頂戴し、私が編集させて頂いたものです。

西郷さんが入社されたのは昭和47年4月であり、記事の選択がそれ以降となっ
ているのはその様な事情の所以であります。

2015年（H27）7月 清水 邦昭

2011年（H23）1月20日の Googleロゴ。
1月20日はテレビの父、高柳健次郎先生の
誕生日、ここからテレビの歴史が始まった。



ビクター時報-22
発行月日 ：S64.5.10
発行NO. ：452

松下相談役訃報の下部に「春の叙勲・褒
章、高柳先生勲一等瑞宝章、垣木社長藍
綬褒章」の記事があります。

ビクター時報-14
発行月日 ：S56.11.1
発行NO. ：300

高柳先生が 昭和
56年度文化勲章
を受賞した記事。
記念すべき創刊
300号のビクター
時報

ロゴの変遷



ビクター時報-22
発行月日 ：H７.10.15
発行NO. ：566

20年前のビクターニュースです。

GR-DV1
この年（1995年）に統一規格である

「ミニＤＶ」方式の製品が各社から一斉
に発売された。唯一、ポケット型で1号機
の参入をはかったのがビクター。
当時のカタログでは「世界最小・最軽

量」をうたっており、ＤＶではビクター
がまずは先陣を切った格好。

1号機はまだ「液晶モニター」が付いて
いないが、このスタイリッシュなデザイ
ンは「次世代の主流」を予感させた。

ロゴの変遷



高柳先生関係 ビクター社内報 ＜ﾋﾞｸﾀｰ時報・ﾋﾞｸﾀｰﾆｭｰｽ・大和（月刊誌）＞ 記事リスト 2015.6.11

NO. 月 日
発行
NO.

面（頁） タ イ ト ル 記 事 内 容

1 S47.12.16 95 1上 中国TV工業視察団岩井工場訪問、高柳副社長とシンポジウム 12/9 東京、カラーTV標準方式の業界レベル討論会参加

2 S47.12.16 95 1下 ビデオに本格攻勢、ビデオ推進委員会発足 社内ビデオ推進委員会委員会委員長に高柳副社長就任

3 S49. 3. 1 124 3 高柳先生が劇画に 子供たちが見てる 高柳先生の物語が小学館発行月刊誌掲載、感想文紹介

4 S49. 6.11 132 2 高柳取締役にステレオ８のリアジェット社から記念楯 特許関係協力（V社アジア独占権）に対し米リ社より贈呈

5 S49. 9.11 140 7 最新機種ズラリ！ビクタービデオフェア 東京日生会館で開催の'74ビデオフェアに夫妻で見学

6 S49.11.11 146 1 勲二等瑞宝章 秋の叙勲でよろこびの受章 受章の喜び、皆さんのおかげ、夫人の内助の功にも感謝

7 S49.12. 1 148 4-5 百瀬さん、高柳さん、ごくろうさまでした 11/20 松下幸之助と共に両名退任、数々の思い出と感想

8 S49.12.11 149 7 感謝と敬意をこめて（百瀬・高柳両役員を送る会） 11/30 ホテルオークラで社内外関係者175名参加

9 S50. 1.21 151 4-5 高柳先生とオーディオ・ビデオの夢を語る オーディオとビデオの若手社員2名と夢を語る座談会

10 S54. 8.10 253 5 （映像学会）高柳先生を招いてテレビの原点探る VIC虎ノ門で日本映像学会テレビ研究会に講演

11 S55.11. 1 279 1 高柳先生が文化功労者に、テレビジョン開発で 昭55年文化功労者（10名）発表、11/4 教育会館で顕彰式

12 S55.12.16 262 3 高柳先生おめでとうございます、大いなる栄誉たたえる 12/2 帝国ホテルで文化功労者受彰祝賀会、270名参加

13 S56. 3. 1 286 6 文化功労賞をお祝いし高柳先生に油絵贈る 社内有志1800名で中谷泰画伯の油絵を2/4 自宅に届ける

14 S56.11. 1 300 1 テレビの父に輝く栄誉、高柳先生が文化勲章受ける 10/20 56年度文化勲章（5名）発表、11/3皇居で顕彰式

15 S56.10.16 320 4 先進の個性示す、（55周年ビクター総合展）6000人来場 12/2-5 ニューオータニ、国際パーティー会場で来賓と歓談

16 S59.11.16 362 1 高柳先生が技術振興財団設立、独自の視点と着想の研究奨励 私財2億円投じ財団設立､電子科学関連研究の奨励助成

17 S59.12.10 363 11 竹内科学技術庁長官ら多数迎え、高柳先生の財団設立披露 11/29 クラブ関東で設立披露会、各界トップ百数十名参加

18 S60. 4. 1 369 1 高柳記念電子科学技術振興財団、第1回2名に助成金贈呈 3/23 科学万博会場の歴史館で贈呈式、式後は記念撮影

19 S60. 7. 1 374 6 高柳先生の胸像完成、静岡大学工学部に偉大な業績たたえ 6/1 静岡大学工学部の電子研究所前に先生の胸像完成

20 S60.12.10 383 1 電子科学技術振興ねがい、高柳財団にわが社から1億円寄贈 11/20 先生に目録及び社内有志1907名の浄財も贈呈

21 S61. 2.16 386 2 高柳財団（第2回）60年度助成金3名贈呈、第1回高柳記念賞も 1/20 工業倶楽部で助成金授与、テレビ事始め出版記念も

22 S64. 5.10 452 1 春の叙勲・褒章、高柳先生勲一等瑞宝章、垣木社長藍綬褒章 4/29 発表で49年勲二等に次ぎ受章、5/8皇居で親授式

23 H 2 8.10 478 1 高柳健次郎先生死去、護国寺で1千人がお別れ 7/23 春から入院中の横須賀共済病院で死去(享年91才)

24 H 2 9.16 480 4 高柳先生安らかに、1800人が遺徳をしのぶ 9/6 青山葬儀所で社葬、政府・業界・母校関係者が会葬

25 H 3. 3. 1 490 2 故高柳先生の偉業を偲ぶ、政財界・業界から多数出席 1/23 アルカディア市ヶ谷､未来技術シンポジウム後に開催

26 H10. 4. 1 618 2 V70記念事業CD-ROM社史、テレビの父・高柳先生も登場 CM名作の中にカラーTV-CMで先生の元気な姿が登場

27 H11. 2.15 636 6-7 高柳健次郎先生生誕100年特集・フォーチュンの前髪をつかめ 略歴と功績､人口天才､天分に生きる､社内のエピソード等

28 大和1972.6 218 グラビア盛況だったビクタービデオフェア（百瀬会長､高柳副社長来場） 5/25 パレスホテル､東京特機営業所とビデオ事業部が開催

29 大和1973.3 227 グラビア CD-4でWEAグループと契約調印（世界へ大きく踏み出す） 米エレクトラ社長と北野社長と調印、高柳副社長も出席

30 大和1973.4 228 グラビア第1回オーディオテクニカルコンテスト決勝大会 受賞者にゴールドメダルを首にかける高柳副社長

31 大和1973.10 234 グラビア 73ベルリンショー、VCRに注目集まる VCRを発売するベルハウエル社幹部と話す高柳副社長



ビクター時報-1
発行月日 ：S47.12.16
発行NO. ：95
面（頁） ：1上

タイトル
「中国TV工業視察団
岩井工場訪問、高柳副
社長とシンポジウム」

記事内容
「12/9 東京、カラー
TV標準方式の業界
レベル討論会に参加」



ビクター時報-2
発行月日 ：S47.12.16
発行NO. ：95
面（頁） ：1下

タイトル
「ビデオに本格攻勢、ビデオ推進委員会発足」

記事内容
「社内ビデオ推進委員会委員会委員長に
高柳副社長就任」



ビクター時報-3
発行月日 ：S49.3.1
発行NO. ：124
面（頁） ：3

タイトル 「高柳先生が劇画に 子供たちが見てる」
記事内容
「高柳先生の物語が小学館発行月刊誌掲載、感想文紹介」

続き

その１



その2 



ビクター時報-4
発行月日 ：S49.6.11
発行NO. ：132
面（頁） ：2

タイトル
「高柳取締役にステレオ８のリアジェット社から記念楯」

記事内容
「特許関係協力（V社アジア独占権）に対し米リ社より
贈呈」



ビクター時報-5
発行月日 ：S49.9.11
発行NO. ：140
面（頁） ：7

タイトル
「最新機種ズラリ！ビクター
ビデオフェア」

記事内容
「東京日生会館で開催の ’74
ビデオフェアに夫妻で見学」



ビクター時報-6
発行月日：S49.11.11
発行NO. ：146
面（頁） ：1 

タイトル
「勲二等瑞宝章
秋の叙勲でよろこび
の受章」

記事内容
「受章の喜び、皆さん
のおかげ、夫人の内助
の功にも感謝」



ビクター時報-7
発行月日 ：H12.1
発行NO. ：148
面（頁） ：4-5

タイトル
「百瀬さん、高柳さん、
ごくろうさまでした」

記事内容
「11/20 松下幸之助と
共に両名退任、数々
の思い出と感想」

その1 



その2 



ビクター時報-8
発行月日 ：S49.12.11
発行NO. ：149
面（頁） ：7

タイトル
「感謝と敬意をこめて（百瀬・高柳両役員を送る会）」
記事内容
「11/30 ホテルオークラで社内外関係者175名参加」



その1 



ビクター時報-9
発行月日 ：S50.1.21
発行NO. 151
面（頁） ：4-5

タイトル
「高柳先生とオーディオ・ビデオ
の夢を語る」

記事内容
「オーディオとビデオの若手社員

2名と夢を語る座談会」

その2 



ビクター時報-10
発行月日 ：S54.8.10
発行NO. ：253
面（頁） ：5

タイトル
「（映像学会）高柳
先生を招いてテレビ
の原点探る」

記事内容
「VIC虎ノ門で日本
映像学会テレビ研究
会に講演」



ビクター時報-11 
発行月日 ：S55.11.1
発行NO.  ：279
面（頁） ：１

タイトル「高柳先生が文化功労者に、テレビジョン開発で」
記事内容
「昭55年文化功労者（10名）発表、11/4教育会館で顕彰式」



ビクター時報-12 
発行月日：
S55 .12 .16 
発行NO.：262
面（頁）：3

タイトル
「高柳先生おめ
でとうございま
す、大いなる栄
誉たたえる」

記事内容
「12/2 帝国ホテ
ルで文化功労者
受彰祝賀会、270
名参加」



ビクター時報-13
発行月日 ：S56.3.1
発行NO. ：286
面（頁） ：6

タイトル
「文化功労賞をお祝いし高柳先生に油絵贈る」
記事内容
「社内有志1800名で中谷泰画伯の油絵を

2/4 自宅に届ける」



続き



ビクター時報-14
発行月日 ：S56.11.1
発行NO. ：300
面（頁） ：1

タイトル
「テレビの父に輝く栄誉、高柳先生が文化勲章
受ける」

記事内容
「10/20 56年度文化勲章（5名）発表、11/3皇
居で顕彰式」

その2 



ビクター時報-15
発行月日 ：S56.10.16
発行NO. ：320
面（頁） ：4

タイトル
「先進の個性示す、（55周年ビクター総合展）

6000人来場」

記事内容
「12/2-5 ニューオータニ、国際パーティー会場
で来賓と歓談」



ビクター時報-16
発行月日：
S59.11 .16 
発行NO.：362 
面（頁）：1

タイトル
「高柳先生が技
術振興財団設立、
独自の視点と着
想の研究奨励」

記事内容
「私財2億円投じ
財団設立､電子科
学関連研究の奨
励助成」



ビクター時報-17
発行月日 ：S59.12.10
発行NO. ：363
面（頁） ：11

タイトル 「竹内科学技術庁長官ら多数迎え、
高柳先生の財団設立披露」

記事内容 「私財2億円投じ財団設立､電子科学
関連研究の奨励助成」



ビクター時報-18
発行月日 ：S60.4.1
発行NO. ：369
面（頁） ：1

タイトル
「高柳記念電子科学技術
振興財団、第1回2名に
助成金贈呈」

記事内容
「3/23 科学万博会場の
歴史館で贈呈式、式後は
記念撮影」



ビクター時報-19
発行月日 ：S60.7.1
発行NO. ：374
面（頁） ：6

タイトル
「高柳先生の胸像完成、静岡大学工学部に偉大な業績たたえ」

記事内容
「6/1 静岡大学工学部の電子研究所前に先生の胸像完成」



ビクター時報-20
発行月日
：S60.12.10

発行NO.
：383

面（頁）：１

タイトル
「電子科学技術振興ねがい、
高柳財団にわが社から
1億円寄贈」

記事内容
「11/20 先生に目録及び
社内有志1907名の浄財
も贈呈」



ビクター時報-21
発行月日 ：
S61.2.16
発行NO. ：386
面（頁） ：2

タイトル
「高柳財団（第

2回）60年度助成
金 3名贈呈、第1回
高柳記念賞も」

記事内容
「1/20 工業倶

楽部で助成金授与、
テレビ事始め出版
記念も」



ビクター時報-22
発行月日 ：S64.5.10
発行NO. ：452
面（頁） ：1

タイトル
「春の叙勲・褒章、高柳先生勲一等瑞宝章、
垣木社長藍綬褒章」

記事内容
「4/29 発表で49年勲二等に次ぎ受章、

5/8 皇居で親授式」



ビクター時報-23
発行月日 ：H2.8.10
発行NO. ：478
面（頁） ：1

タイトル
「高柳健次郎先生死去、護国寺で1千人がお別れ」

記事内容
「7/23 春から入院中の横須賀共済病院で死去
（享年91才）」



ビクターニュース-24
発行月日 ：H2.9.16
発行NO. ：480面
（頁）　 ：4

タイトル
「高柳先生安らかに、1800人が遺徳をしのぶ」

記事内容
「9/6 青山葬儀所で社葬、政府・業界・母校関係者が会葬」



その2 



ビクター時報-25
発行月日 ：H3.3.1
発行NO. ：490
面（頁） ：２

タイトル
「故高柳先生の偉業を偲ぶ、政財界・業界から多数出席」
記事内容
「9/6 青山葬儀所で社葬、政府・業界・母校関係者が会葬」



ビクターニュース-26
発行月日 ：10.4.1発行
NO. 　：618
面（頁） ：2

タイトル
「V70記念事業CD-ROM社史、テレビの父・高柳先生も登場」

記事内容
「CM名作の中にカラーTV-CMで先生の元気な姿が登場」



そ
の
１



そ
の
２



● 月刊社内報「大和」（daiwa）について

私が入社した昭和47年4月には、既に216号を数えていたことから、たぶん昭和29年か30年
頃から月刊社内報が発行されていたようです。
（私の推測ですが、松下G傘下に入って社内報の役割が重視されたため）

内容は、グラビア（モノクロ写真数ページ）と社員の投稿記事、座談会の特集、営業拠点紹介
など社内コミュニケーション中心で、表紙（写真・デザイン画など）と裏表紙（商品広告）はカ
ラー、デザインは毎年変更といった内容でした。

後に、新聞スタイル社内報「ビクター時報」（タブロイド判、夕刊フジと同サイズ）が月2回
発行されて以降、社内報の主体は「ビクター時報」に移り、「大和」は「ビクター時報」の補完
的目的となったようです。

今回掲載の表紙PDF238号を最後に発行終了、以降は月2回の「ビクター時報」に合体・集約
されているようです。

西郷 治男

高柳先生関係 ビクター社内報 ＜大和（月刊誌）＞ 記事リスト 2015.6.11

NO. 月 日
発行
NO.

面（頁） タ イ ト ル 記 事 内 容

28 大和1972.6 218 グラビア 盛況だったビクタービデオフェア（百瀬会長､高柳副社長来場） 5/25 パレスホテル､東京特機営業所とビデオ事業部が開催

29 大和1973.3 227 グラビア CD-4でWEAグループと契約調印（世界へ大きく踏み出す） 米エレクトラ社長と北野社長と調印、高柳副社長も出席

30 大和1973.4 228 グラビア 第1回オーディオテクニカルコンテスト決勝大会 受賞者にゴールドメダルを首にかける高柳副社長

31 大和1973.10 234 グラビア '73ベルリンショー、VCRに注目集まる VCRを発売するベルハウエル社幹部と話す高柳副社長



大和 211号 表紙 裏表紙



大和 224号 表紙 裏表紙



大和 228号 表紙 裏表紙



大和 238号 表紙 裏表紙「大和」最終号 1974 spring



大和
発行月日 ：1972.6
発行NO. ：218

タイトル
「盛況だったビク
タービデオフェア
（百瀬会長､高柳副
社長来場）」

記事内容
「5/25 パレスホテ
ル､東京特機営業所
とビデオ事業部が開
催」



高柳副社長

大和 発行月日 ：1973.3
発行NO. ：227

タイトル 「CD-4でWEAグループと契約調印（世界へ大きく踏み出す）」
記事内容 「米エレクトラ社長と北野社長と調印、高柳副社長も出席」

北野社長



大和 発行月日 ：1973.4
発行NO. ：228

タイトル 「第1回オーディオテクニカルコンテスト決勝大会」
記事内容 「受賞者にゴールドメダルを首にかける高柳副社長」



大和 発行月日 ：1973.10
発行NO. ：234

タイトル 「1973年 ベルリンショー、VCRに注目集まる」
記事内容 「VCRを発売するベルハウエル社幹部と話す高柳副社長」

会場内別コーナーに設置された「国際
ラジオ・テレビ展」にJVCからVCRを出展
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